
2 ⽉第 3 週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 2 ⽉ 15 ⽇（⽇）10：30〜11：30 降誕節第 8 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：マルコによる福⾳書 4 章 35〜41 節（新約 P68〜69） 
■説教題：「 ⾵は やみ 」  
■讃美歌：60（どんなにちいさいことりでも） 
     456（わが魂を 愛するイェスよ、） 

 

 先ほど歌いました讃美歌60番は、本⽇の週報の≪讃美歌のミニ知識≫欄で奏楽者の川⾕
さんが解説してくださっているように、作詞者は菅千代さんです。この⽅は、仙台北教会
の牧師夫⼈でしたが、もう⼀つのお働きはキリスト教幼児教育に⼒を注がれたことです。
先週は、そのことを考えながら本⽇の聖書箇所マルコによる福⾳書4章35節から41節を読
んでおりました。そして、私がかつて仕えておりました仙台東⼀番丁教会の礼拝堂の天井
を思い出していました。かなり⾼い天井は船底を表すアーチ型の太い梁になっていました
が、それはまた私たちがお祈りするときの指の組み⽅を表していると⾔われていました。
この⼯事は、空中で太い⽊材をアーチ型にして組み合わせるという⾮常に難しい技術と⾼
額な費⽤を必要としたと聞きました。本⽇の聖書箇所マルコによる福⾳書4章37節には「激
しい突⾵が起こり、⾈は波をかぶって、⽔浸しになるほどであった。」と記されていますが、
それは世の荒波をかぶる教会の象徴でもあります。主イエスはそのような中で、⾵を叱り、
波をおさめることによって、世にある教会が信頼すべき⽅が誰であるかを⽰しています。
だからこそ、その主イエスに信頼してひたすら祈る姿を両⼿の指を組むという形で、礼拝
堂の天井に位置させているのです。 
 
 さて、本⽇の聖書箇所マルコによる福⾳書4章35節から⾒てまいります。「その⽇」とは、
湖畔にいる群衆に⾈から教えを説いた⽇のことであると考えられています。⼣⽅、主イエ
スと弟⼦たちは⾈で向こう岸に漕ぎ出します。この⾈は、4章1節以下でイエスが腰をおろ
して教えを説いた⾈です。⾈は湖を渡る交通⼿段であるだけでなく、この世を渡る教会を
表す象徴でもあることを⽰しているということは、主イエスが「私たちは渡ろう」と弟⼦
たちに呼びかけていることからも⾔えるのです。福⾳書では「⾈」はガリラヤ湖上に浮か
ぶ⼩さな漁船を表わしています。かつて、「⾈」で網の⼿⼊れをしていたゼベタイの⼦ヤコ
ブとヨハネは、主イエスに呼ばれると「⾈」を残して、すなわち⽣活の⼿段を捨てて、主
イエスに従いました。ガリラヤ地⽅を宣教しながら移動する主イエスや弟⼦にとって、⾈
は⽋かせない移動⼿段ですが、単なる移動⼿段でははなく、湖畔の群衆に教える主イエス
が腰を下ろす場所であり、弟⼦たちが主イエスの起こされる奇跡を体験する舞台でもあっ
たのです。⾔い換えれば、群衆に教えを説く説教台の役割を果たす⾈でしたから、この世
に宣教し、世を渡って⾏く教会を表す象徴となっているのです。 
 

そのように漕ぎ出した弟⼦たちの⾈を突⾵が襲いました。先ほども読みました 37 節で
は「激しい突⾵が起こり、⾈は波をかぶって、⽔浸しになるほどであった。」と記されて
います。この⾈に同乗している中の 4 ⼈は現役の漁師でした。そういう彼らがガリラヤ湖
を渡ろうとして⾈を出したわけです。おそらく，⼩さな時からガリラヤ湖を漁場にして漁
師をしていたという⼈たちですから、ちょっとした気候の変化、例えば、今⽇は雲が出て
いるとか、今⽇はこういうところから⾵が吹いているのでこれは気候が変わるかもしれな



い、そういうことにも⼗分に周知していたと思われます。ですから、激しい突⾵が起こり、
船は波をかぶって⽔浸しになるほどであったということは、おそらく想定外の出来事だっ
たのではないかと思います。主イエスと共に漕ぎ出したはずの弟⼦たちの歩みなのですが、
突然、このような災難が襲いかかることもあるのです。それが私たちの⽇々の⽣活なので
はないでしょうか。私たちは礼拝において御⾔葉を聞き、神様の恵みと祝福によって送り
出されてそれぞれの⽣活へと漕ぎ出していきます。しかし、その現実は必ずしも平穏無事
なものではありません。この世に吹き荒れる突⾵や⼤波に襲われ、⽔浸しになり⾈が沈み
そうになることもあるのです。この場⾯で⾒つめられているのは、「弟⼦たちは群衆を後
に残し」と記されているように、⾈を漕ぎ出した⼈たちの姿です。陸の上にいれば、突⾵
によって⾈が沈みそうになることはありません。つまり、岸にいた群衆たちはこの突⾵と
嵐には遭っていないのです。私たちに当てはめて⾔えば、礼拝を守って主イエスの御⾔葉
を聞き、元通りの⾃分の⽣活へと戻って⾏った者たちは、この嵐に襲われることはないの
です。嵐に襲われているのは、主イエスの「わたしについて来なさい。⼈間をとる漁師に
しよう」という呼びかけに応えて、従って来た弟⼦たちです。御⾔葉を聞き、礼拝を守り、
そして主イエスの呼びかけによって主イエスと共に漕ぎ出した者が、この嵐に遭うのです。
つまりこの突⾵は、信仰者をこそ襲う嵐、主イエスに従って旅⽴った者にこそ襲いかかる
嵐なのです。それは別の⾒⽅からすればこういうことです。⼈⽣において誰もが体験する
様々な苦しみや悲しみの嵐は、その⼈が信仰をもって⽣きている時にこそ、⾈が沈みそう
になるような本当の危機をもたらすのです。信仰は、私たちに平安や安⼼を与えるという
⾯もありますが、逆に⼈⽣の危機において私たちに本当の動揺をもたらすと⾔うこともで
きます。信仰をもって⽣きているからこそ、⼈⽣の苦しみは本当に深い危機となるのです。 

 
38節に「しかし、イエスは艫の⽅で枕をして眠っておられた。弟⼦たちはイエスを起こ

して、『先⽣、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか』と⾔った」とあります。嵐
の中で弟⼦たちは動揺し、うろたえています。ところが、彼らは主イエスに助けを求めた
のではなくて、「わたしたちがおぼれてもかまわないのですか」と⽂句を⾔ったのです。
主イエスが眠っておられたというのは、⾃分たちが苦しんでいるのに主イエスは何もして
くれない、居眠りでもしているように我々の苦しみや恐怖に気付いてもくれない、と弟⼦
たちが感じたということを表していると思います。私たちも、信仰をもって⽣きているか
らこそ、そのように動揺しうろたえることがしばしばあるのではないでしょうか。礼拝を
守り、御⾔葉を聞いて、主イエスに従い、主イエスと共に歩み出したけれども、この世の
現実には様々な苦しみ悲しみ不安があり、病や⽼いや死が襲いかかってくることもあるの
です。その嵐の中で私たちは、共にいて下さっているはずの主イエスを⾒失ってしまうの
です。主イエスが本当に共におられるのかどうか、確信が持てなくなってしまうのです。
それは、⼈⽣の様々な苦しみ悲しみの中で、⾃分を⽀えてくれるはずである信仰そのもの
が揺れ動き、不確かになってしまうということです。ですから、より深くて深刻な、まさ
に私たちの「⾈」を絶望の内に沈没させてしまいかねない事態なのです。信仰をもって主
イエスに従っていくことの中でこそ、そういう動揺に陥るのです。私たちもまた、もう何
も⼿につかないほどに、いろいろ苦しみ、悲しみ、困ったことに出会った時に、その時の
場⾯に右往左往して、⼼が荒海のように波⽴ってしまって⽴っていられなくなる。そうい
う状況があるのではないでしょうか。、 

そのような中で、「イエスは起き上がって、⾵を叱り、湖に、『黙れ。静まれ』と⾔わ
れた。すると、⾵はやみ、すっかり凪になった。」と39節には記されています。主イエス



の⼀⾔で、嵐は⽌んだのです。主イエスは、何かの呪⽂を唱えたり、魔法や超能⼒によっ
て嵐を鎮めたのではありません。「⾵を叱り、湖に、『黙れ。静まれ』と⾔われた」ので
す。するとその御⾔葉に、⾵や湖さえも従ったのです。この出来事によって⽰されている
のは、主イエスの語られる御⾔葉の権威です。主イエスが嵐を鎮めたこの出来事は、主イ
エスが、⽗なる神様から遣わされた神様の独り⼦として、天地の全てをお造りになった神
様の権威と⼒を持っておられるということを明らかにしています。その主イエスがこの世
に来られたことによって、神の国、神様のご⽀配は確かに始まっているのです。その主イ
エスが私たちの⾈に乗り込んで下さっているのだから、神の国は、私たちの内に既に来て
いるわけですし、確実に前進しているのです。40節で、主イエスは「なぜ怖がるのか。ま
だ信じないのか」と語りかけておられます。⾵を叱り、湖をも従わせる主イエスの権威を
⽬のあたりにし、主イエスからのこの語りかけを受けた弟⼦たちは、「⾮常に恐れた」と
あります。そして「いったい、この⽅はどなたなのだろう。⾵や湖さえも従うではないか」
と互いに⾔ったのです。彼らは嵐の恐怖とは違う、もっと深い恐れを抱かせられたのです。
その恐れは「いったいこの⽅はどなたなのだろう」という問いと結びついています。私た
ちが主イエスの奇跡の出来事に出会うとき、また、主イエスからの御⾔葉に触れるとき、
それは私たちに主イエスに対する本当の畏れを呼び起こすのではないでしょうか。そのと
きにこそ、私たちの⼼の⾵はやみ、すっかり凪になるのではないかと思います。そのよう
な凪になった状態で、私たちは今⽇もこの教会を出て、この世の中に遣わされていきたい
と思います。 

お祈りをします。 
主なる神様、ガリラヤ湖上で、主イエスと弟⼦たちが乗った⾈がまさに沈みそうになると
いう出来事を、聖書の御⾔葉から⼀緒に聞きました。私たちも時には⼼が⾮常に乱れて、
苦しみ、悲しみの中に我を忘れて⼤声で叫ぶしかない状況に陥ることもあります。そのよ
うな時に「黙れ、静まれ」という御⾔葉が主イエスの⼝からまず発せられて、私たちをい
つも静めてくださることを深く信頼して歩んでいきたいと思います。今⽇、様々な事情の
ためにこの礼拝に集い得ない⽅がいます。また、⾮常に厳しい闘病⽣活を送っておられる
⽅もいます。どうぞあなたが⼀⼈ひとりに臨んでくださり、必要な御⾔葉を持って励まし
てください。この祈りを主イエス・キリストの御名によって，おささげします。アーメン 


